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(54)【発明の名称】 内視鏡

(57)【要約】
【課題】本発明は、処置具の挿脱性を損なうことなく、
観察窓の視野内で処置具を必要な範囲移動させることが
でき、処置具を損傷させるおそれもなく、操作性に優れ
た内視鏡を提供することを最も主要な特徴とする。
【解決手段】処置具誘導子３１を起上させた際に、処置
具誘導子３１のストッパ用斜面３７を誘導口１５の底面
３８に当接させて処置具誘導子３１の起上角度を設定
し、このストッパ用斜面３７で規制される処置具誘導子
３１の起上角度を、処置具誘導子３１にガイドされる処
置具１６の出没方向を観察窓１０の視野の中心線方向と
略一致させる位置に設定したものである。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  管腔内に挿入される挿入部の先端部に、
斜視光学系または側視光学系のいずれか一方の観察窓が
配設されると共に、
前記挿入部の内部に延設された処置具チャンネルに連通
され、前記処置具チャンネルから外部に延出される内視
鏡用処置具の誘導口が前記観察窓の近傍に配設されてい
る内視鏡において、
前記誘導口から外部に延出される前記処置具を前記観察
窓の視野内で起上させる操作を誘導する処置具誘導子を
前記誘導口内に配設すると共に、
前記処置具誘導子を起上させた際に、前記処置具誘導子
に当接して前記処置具誘導子の起上角度を設定するスト
ッパ部を設け、
前記ストッパ部で規制される前記処置具誘導子の起上角
度を、前記処置具誘導子にガイドされる前記処置具の出
没方向と前記観察窓の視野の中心線方向とが略一致する
位置に設定したことを特徴とする内視鏡。
【請求項２】  前記ストッパ部は、前記内視鏡用処置具
の出没方向と前記観察窓の視野の中心線方向とのずれが
±５°以内程度になる位置に設定されていることを特徴
とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項３】  前記ストッパ部は、前記処置具誘導子が
当接して止まった状態で、前記内視鏡用処置具が前記処
置具チャンネルの誘導口内をスムーズに挿脱できる位置
に設定されていることを特徴とする請求項１または２の
いずれかに記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、管腔内に挿入され
る挿入部の先端部に内視鏡用処置具の誘導口が配設され
た内視鏡に関する。
【０００２】
【従来の技術】一般に、内視鏡には管腔内に挿入される
挿入部の先端部には、観察窓や、照明窓などが配設され
ると共に、内視鏡用処置具の誘導口が形成されている。
この誘導口には内視鏡の挿入部の内部に配設された処置
具チャンネルの先端部が連通されている。そして、挿入
部の基端部の手元操作部側の処置具挿入部から処置具チ
ャンネル内に挿入された内視鏡用処置具は挿入部の先端
部の誘導口から外部に延出されるようになっている。
【０００３】また、このように挿入部の先端部に内視鏡
用処置具の誘導口を備えた内視鏡として、例えば実開昭
６２－１２５５０２号公報や、特開平４－２７９１４１
号公報などがある。ここで、実開昭６２－１２５５０２
号公報には挿入部の先端部に、挿入部の中心線方向に対
して斜めに傾斜させた斜め方向を観察する斜視光学系の
観察窓が配設されると共に、内視鏡用処置具の誘導口が
観察窓の近傍に配設されている構成が示されている。さ
らに、挿入部の先端部には内視鏡用処置具の誘導口の内
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部にこの誘導口から外部に延出される処置具を起上させ
る操作を誘導する処置具誘導子が配設されている。
【０００４】この処置具誘導子は挿入部の先端部に回動
可能に軸支されている。さらに、処置具誘導子には操作
ワイヤの先端部が固定されている。この操作ワイヤの基
端部は例えば手元操作部側に延出され、処置具の起上操
作レバーなどに連結されている。
【０００５】そして、操作ワイヤの牽引操作にともない
処置具誘導子が回動操作されるようになっている。この
とき、処置具誘導子が待機位置から回動する回動動作に
ともない処置具誘導子が処置具に当接し、この処置具誘
導子からの押圧力が処置具に作用する。そのため、誘導
口から外部に延出されている処置具の向き（延出方向）
をこの処置具誘導子によって変化させるようになってい
る。
【０００６】また、特開平４－２７９１４１号公報にも
挿入部の先端部に、斜視光学系の観察窓が配設されると
共に、内視鏡用処置具の誘導口が観察窓の近傍に配設さ
れている構成の斜視型の内視鏡が示されている。
【０００７】さらに、同公報には挿入部の先端部に、挿
入部の中心線方向に対して直交する側面方向を観察する
側視光学系の観察窓が配設されると共に、内視鏡用処置
具の誘導口が観察窓の近傍に配設されている構成の側視
型の内視鏡も示されている。
【０００８】そして、同公報の斜視型または側視型内視
鏡にも内視鏡用処置具の誘導口の内部に処置具誘導子が
配設され、誘導口から外部に延出されている処置具の向
き（延出方向）をこの処置具誘導子によって変化させる
構成が示されている。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】ところで、実開昭６２
－１２５５０２号公報の内視鏡では、処置具誘導子が待
機位置から回動する回動動作にともない処置具誘導子が
処置具に当接し、誘導口から外部に延出されている処置
具の向き（延出方向）をこの処置具誘導子によって変化
させ、内視鏡の挿入部の中心線方向と、誘導口から外部
に延出されている処置具の延出部分の中心線方向との間
の角度である処置具起上角度を変化させるようになって
いる。このとき、処置具誘導子を最大回動位置まで回動
させると処置具が誘導口の周縁部位に突き当たることに
より、処置具の起上動作が停止され、処置具起上角度が
最大角度に達するようになっている。
【００１０】また、斜視型の内視鏡では通常は、内視鏡
の観察窓の観察視野の中心線方向は、観察窓が配設され
ている挿入部の先端面と略直交する方向に配置されてい
る。そして、上記従来構成のものにあっては処置具の起
上動作時に処置具起上角度が最大角度に達した際に、処
置具の向き（延出方向）と、内視鏡の観察窓の観察視野
の中心線方向とは一致しておらず、処置具の向きは観察
窓の観察視野の中心線方向よりさらに大きく、例えば処
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置具起上角度が観察窓の観察視野の中心線方向より１０
°以上大きくなる程度に処置具を起上させている。
【００１１】しかしながら、処置具の起上動作時に処置
具の向きが観察窓の観察視野の中心線方向より大きくな
るように処置具を起上させた場合にはそのままの状態
で、処置具を進退駆動した際に、処置具チャンネルの誘
導口の部分でこの誘導口の周縁部位に突き当たる処置具
の摺動抵抗が大きくなるので、処置具の挿脱力量が重く
（大きく）なり、処置具チャンネルの誘導口内で処置具
をスムーズに挿脱できない問題がある。さらに、処置具
を完全に起上させ、処置具起上角度が最大角度に達して
いる状態では、極端な場合には処置具の挿脱ができなく
なるおそれがある。そのため、処置具を進退駆動した際
に、処置具に過大な操作力が作用して処置具を損傷させ
るおそれがある。
【００１２】また、特開平４－２７９１４１号公報の斜
視型または側視型内視鏡でも実開昭６２－１２５５０２
号公報の内視鏡と同様に、処置具誘導子を起上させすぎ
ると、処置具チャンネルの出口と処置具誘導子との間で
処置具が挟まり、処置具を進退駆動した際に、処置具チ
ャンネルの誘導口の部分でこの誘導口の周縁部位に突き
当たる処置具の摺動抵抗が大きくなるので、処置具の挿
脱力量が重く（大きく）なり、処置具チャンネルの誘導
口内で処置具をスムーズに挿脱できない問題がある。
【００１３】さらに、両公報の内視鏡ではともに、観察
窓と処置具チャンネルの誘導口との間には格別に絶縁性
の先端カバーが配置されていない。そのため、特に内視
鏡的高周波処置を行う時に、非絶縁性の先端部本体が生
体に接触しないように注意する必要があるので、その操
作が面倒なものとなる問題もある。
【００１４】また、特開平４－２７９１４１号公報の斜
視型または側視型内視鏡では、非絶縁性の先端部本体に
送気・送水ノズルの先端開口部底面の一方が密接してい
ないので、送気・送水ノズルの先端開口部の周辺に吸引
口を有していない場合には、観察窓全面の洗浄・水切れ
性が悪くなるという不具合もある。
【００１５】本発明は上記事情に着目してなされたもの
で、その目的は、処置具の挿脱性を損なうことなく、観
察窓の視野内で処置具を必要な範囲移動させることがで
きるうえ、処置具を損傷させるおそれもなく、操作性に
優れた内視鏡を提供することにある。
【００１６】
【課題を解決するための手段】請求項１の発明は、管腔
内に挿入される挿入部の先端部に、斜視光学系または側
視光学系のいずれか一方の観察窓が配設されると共に、
前記挿入部の内部に延設された処置具チャンネルに連通
され、前記処置具チャンネルから外部に延出される内視
鏡用処置具の誘導口が前記観察窓の近傍に配設されてい
る内視鏡において、前記誘導口から外部に延出される前
記処置具を前記観察窓の視野内で起上させる操作を誘導
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する処置具誘導子を前記誘導口内に配設すると共に、前
記処置具誘導子を起上させた際に、前記処置具誘導子に
当接して前記処置具誘導子の起上角度を設定するストッ
パ部を設け、前記ストッパ部で規制される前記処置具誘
導子の起上角度を、前記処置具誘導子にガイドされる前
記処置具の出没方向と前記観察窓の視野の中心線方向と
が略一致する位置に設定したことを特徴とする内視鏡で
ある。そして、本請求項１の発明では誘導口内の処置具
誘導子を起上させた際に、処置具誘導子がストッパ部に
当接した時点で処置具誘導子にガイドされる処置具の出
没方向を観察窓の視野の中心線方向と略一致させること
により、内視鏡の外径を必要以上に太くして被験者の苦
痛を増やすことなく、処置具類使用時でも照明光学系の
配光が良く、且つ十分に明るい内視鏡で検査できるよう
にしたものである。
【００１７】請求項２の発明は、前記ストッパ部は、前
記内視鏡用処置具の出没方向と前記観察窓の視野の中心
線方向とのずれが±５°以内程度になる位置に設定され
ていることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡であ
る。そして、本請求項２の発明では処置具誘導子がスト
ッパ部に当接した時点で処置具誘導子にガイドされる処
置具の出没方向と観察窓の視野の中心線方向とのずれが
±５°以内程度に設定したことにより、処置具の挿脱性
を損なうことなく、観察窓の視野内で処置具を必要な範
囲移動させることができるようにしたものである。
【００１８】請求項３の発明は、前記ストッパ部は、前
記処置具誘導子が当接して止まった状態で、前記内視鏡
用処置具が前記処置具チャンネルの誘導口内をスムーズ
に挿脱できる位置に設定されていることを特徴とする請
求項１または２のいずれかに記載の内視鏡である。そし
て、本請求項３の発明では処置具誘導子がストッパ部に
当接した時点で処置具誘導子にガイドされる処置具が処
置具チャンネルの誘導口内をスムーズに挿脱できるよう
にしたものである。
【００１９】
【発明の実施の形態】以下、本発明の第１の実施の形態
を図１乃至図１１を参照して説明する。図１は本実施の
形態の内視鏡全体の概略構成を示すものである。この内
視鏡は、管腔内に挿入される細長で可撓性を有する挿入
部１と、この挿入部１の後端に連結された太径の操作部
２と、この操作部２から延びる細長で可撓性のユニバー
サルコード３と、このユニバーサルコード３に連結され
る図示しないコネクタ部とから構成されている。さら
に、コネクタ部は図示しない内視鏡用光源装置およびビ
デオプロセッサーに電気的・機械的に連結されている。
このビデオプロセッサーには後述するモニター４２（図
１１参照）が接続されている。そして、本実施の形態の
内視鏡は図示しないモニターに内視鏡画像を表示する電
子内視鏡によって形成されている。
【００２０】また、挿入部１は、先端側から硬質の先端
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部４と、上下・左右４方向に湾曲可能な湾曲部５と、細
長い可撓性の軟性管６とから構成されている。ここで、
湾曲部５は操作部２に配設された上下方向の湾曲操作ノ
ブ７ａおよび左右方向の湾曲操作ノブ７ｂの操作に連動
して遠隔的に湾曲操作されるように構成されている。
【００２１】また、図２に示すように硬質の先端部４に
は例えばステンレス等の金属材料で形成された先端部本
体４ａが設けられている。この先端部本体４ａの先端面
には前方直視方向（挿入部１の中心線と直交する平面方
向）に対して後方に３０°傾斜させた斜視先端面４ａ１
が形成されている。
【００２２】また、図６～８に示すように斜視先端面４
ａ１には観察窓１０と、照明光学系１１の複数、本実施
の形態では３つの配光レンズ１２ａ，１２ｂ，１２ｃ
と、送気送水ノズル１３とが配設されている。ここで、
観察窓１０は斜視先端面４ａ１のほぼ中心部分に配置さ
れている。さらに、斜視先端面４ａ１における観察窓１
０の片側には２つの配光レンズ１２ａ，１２ｂが上下に
並べて配置され、反対側には１つの配光レンズ１２ｃ
と、送気送水ノズル１３とがそれぞれ配置されている。
【００２３】また、図２に示す観察窓１０の観察視野中
心方向Ｙと、図４、５に示す各配光レンズ１２ａ，１２
ｂ，１２ｃの照明中心方向Ｚとは、斜視先端面４ａ１に
対して略垂直方向に向けて設定された状態で固定されて
いる。すなわち、本実施の形態では斜視先端面４ａ１と
同方向に前方斜視３０°方向に向けた状態で固定されて
いる。
【００２４】また、先端部本体４ａの周囲は絶縁性を有
する合成樹脂製の先端カバー部材１４で覆っている。こ
の先端カバー部材１４の先端面は図７および図８に示す
ように観察窓１０および照明光学系１１の各配光レンズ
１２ａ，１２ｂ，１２ｃの周囲まで延設され、送気送水
ノズル１３の先端開口１３ａぎりぎりまで覆う状態で装
着されている。
【００２５】さらに、先端カバー部材１４の外周面には
先端部４の側面に開口する長溝状の誘導口１５が形成さ
れている。この誘導口１５は観察窓１０の上部側の近傍
位置に配置されている。ここで、誘導口１５と観察窓１
０との間の部分は先端カバー部材１４で覆ってあり、両
者間の絶縁を保っている。また、誘導口１５の基端部に
は挿入部１の内部に延設され、後述する内視鏡用処置具
１６が挿入される処置具チャンネル１７の先端部が連結
されている。
【００２６】また、処置具チャンネル１７の手元側端部
は図示しないが、操作部２の内部で二股に分かれてい
る。ここで、処置具チャンネル１７の手元側の一方の分
岐部は操作部２の先端側に配置されている処置具挿入口
８に連結されている。そして、処置具挿入口８から処置
具チャンネル１７に挿入された内視鏡用処置具１６は誘
導口１５内を通って外部側に延出されるようになってい
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る。
【００２７】さらに、処置具チャンネル１７の手元側の
他方の分岐部は図示しない吸引チャンネルに連結されて
いる。なお、操作部２には吸引ボタン９が配設されてい
る。そして、この吸引ボタン９の操作で処置具チャンネ
ル１７を通して誘導口１５から吸引できるようになって
いる。さらに、操作部２の端末部付近にはビデオプロセ
ッサーをコントロールする例えばフリーズ、レリーズ等
の４個のリモートスイッチ４３が配設されている。
【００２８】また、図５に示すように送気送水ノズル１
３の基端部には挿入部１内に配設された送気送水チャン
ネル１８の先端部が水密に連結されている。この送気送
水チャンネル１８の手元側は軟性管６の内部で二股パイ
プ１０３（図１３（Ｂ）に示す）により送水チャンネル
１０４と送気チャンネル１０５とに分割されて操作部２
を介して図示しないコネクタ部まで延在している。そし
て、この送気送水チャンネル１８には操作部２に配設さ
れた送気送水ボタン１９の操作で送水と送気の両方を行
うことができるようになっている。
【００２９】また、照明光学系１１は図４、図５に示す
ように３つの配光レンズ１２ａ，１２ｂ，１２ｃと、図
３（Ａ），（Ｂ）に示すように挿入部１内に配設された
２本のライトガイドファイバーバンドル２０ａ，２０ｂ
とから構成されている。ここで、各ライトガイドファイ
バーバンドル２０ａ，２０ｂの先端部は図４、図５に示
すように先端部本体４ａ内に配置され、固定ねじ２１に
より先端部本体４ａに固定されている。
【００３０】また、一方のライトガイドファイバーバン
ドル２０ａの先端部には図４に示すように二股に分かれ
た分岐部２０ａ１，２０ａ２が成形されている。そし
て、一方の分岐部２０ａ１の先端面は配光レンズ１２ａ
の内面側に、また他方の分岐部２０ａ２の先端面は配光
レンズ１２ｂの内面側にそれぞれ対向配置された状態で
固定されている。
【００３１】さらに、他方のライトガイドファイバーバ
ンドル２０ｂの先端面は配光レンズ１２ｃの内面側に対
向配置された状態で固定されている。なお、このライト
ガイドファイバーバンドル２０ｂの先端部には図５に示
すように先端部本体４ａ内に配置される部分に下側に向
けて略クランク形状に屈曲成形された屈曲成形部２０ｂ
１が形成されている。この屈曲成形部２０ｂ１はライト
ガイドファイバーバンドル２０ｂの他の部分（この屈曲
成形部２０ｂ１よりも先端側部分とこの屈曲成形部２０
ｂ１よりも手元側部分）に比べて先端部本体４ａ内の下
側に向けて屈曲成形されている。これにより、図３
（Ａ）に示す後述する湾曲部５の最先端の関節駒４５ａ
の位置では右下側に配置されているライトガイドファイ
バーバンドル２０ｂが図３（Ｂ）に示す湾曲部５の中間
の関節駒４５ｂの位置では右上側に配置されるようにス
ムーズに変化させるようにしている。
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7
【００３２】そして、図示しない内視鏡用光源装置から
の照明光はライトガイドファイバーバンドル２０ａ，２
０ｂを通して先端部４側に伝達され、各配光レンズ１２
ａ，１２ｂ，１２ｃから外部側に出射されて斜視先端面
４ａ１の前方を照明するようになっている。
【００３３】また、図２に示すように観察窓１０の内側
には撮像ユニット部２２が配設されている。この撮像ユ
ニット部２２には先端対物枠２３と、後端対物枠２４と
が設けられている。ここで、先端対物枠２３の内部には
ピント出し調整のためにプリズム２５を配した第１の対
物レンズ群２６が組付けられている。
【００３４】また、後端対物枠２４の内部には第２の対
物レンズ群２７と、固体撮像素子２８と、電気基板２９
と、信号ケーブル３０の先端部とが組付けられて電気的
・機械的に固定されている。そして、先端対物枠２３の
第１の対物レンズ群２６と後端対物枠２４の第２の対物
レンズ群２７とによって固体撮像素子２８に結像するよ
うに配置されている。
【００３５】また、図２に示すように先端対物枠２３の
外径中心位置に対して先端対物枠２３の内径中心位置を
Ｈだけ偏芯させている。そして、先端対物枠２３の内径
中心位置と後端対物枠２４内径中心位置とを一致させた
状態で固定することで先端対物枠２３と後端対物枠２４
の両方で構成される撮像ユニット部２２全体の外形を小
さくし、結果として先端部４全体の外径寸法を小さくす
る構成にしてある。
【００３６】また、誘導口１５の内部には生検鉗子等の
内視鏡用処置具１６を上下に誘導する処置具誘導子３１
が配置されている。この処置具誘導子３１の一端部は回
動軸３２を介して先端部本体４ａに回動自在に連結され
ている。
【００３７】さらに、処置具誘導子３１の他端部には図
６に示すようにステンレス等の金属線を撚り合わせた可
撓性の操作ワイヤ３３の一端部が固定されている。この
操作ワイヤ３３の他端部は操作部２側に延出されてい
る。そして、操作部２に配設された誘導子操作レバー３
４の操作に連動して操作ワイヤ３３が牽引操作され、こ
の操作ワイヤ３３の動作によって処置具誘導子３１が回
動軸３２を中心に回動駆動されるようになっている。こ
のとき、処置具誘導子３１は図２中に仮想線で示す待機
位置（倒置位置）から図２中に実線で示す最大回動位置
（起上位置）まで回動され、この処置具誘導子３１の回
動動作により、観察窓１０の視野内で誘導口１５から外
部に延出されている処置具１６の起上および倒置を行う
操作を誘導するように構成されている。なお、処置具誘
導子３１の操作ワイヤ３３の周囲は操作ワイヤガイドチ
ャンネル３５で水密に覆われている。
【００３８】また、本実施の形態の処置具誘導子３１に
は処置具１６との接触面側に処置具ガイド溝３６が形成
されている。さらに、この処置具誘導子３１における処
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置具ガイド溝３６とは反対側の端面には回動軸３２の近
傍の角部にストッパ用斜面（ストッパ部）３７が形成さ
れている。そして、図２中に実線で示すように、処置具
誘導子３１を起上させた際に、誘導口１５の底面３８に
処置具誘導子３１のストッパ用斜面３７が当接して止ま
ることにより、処置具誘導子３１の起上角度（回動角
度）が一定角度に設定されている。
【００３９】また、生検鉗子等の内視鏡用処置具１６に
は細長い挿入部１６ａと、この挿入部１６ａの基端部に
連結された手元側のハンドル部１６ｂとが設けられてい
る。さらに、挿入部１６ａには例えば密巻コイルによっ
て形成される可撓性のシース３９と、このシース３９の
先端部に配設された開閉可能なカップ部４０とが設けら
れている。そして、処置具１６のハンドル部１６ｂの操
作によってシース３９の先端のカップ部４０の開閉操作
を体外から行うことができるようになっている。
【００４０】また、本実施の形態の処置具誘導子３１の
処置具ガイド溝３６は内視鏡用処置具１６のシース３９
の外径寸法に合わせて形成されている。そして、図２に
示すように処置具チャンネル１７に挿入された内視鏡用
処置具１６が誘導口１５内を通って外部側に延出された
際に、処置具１６のシース３９は処置具誘導子３１の処
置具ガイド溝３６内に挿入されるようになっている。さ
らに、この状態で、処置具誘導子３１が起上操作される
ことにより、処置具誘導子３１が処置具１６のシース３
９を押圧して誘導口１５の外部側に延出されている処置
具１６のシース３９の向きを変化させるようになってい
る。
【００４１】ここで、誘導口１５の外部側に延出されて
いる処置具１６のシース３９の向きは処置具誘導子３１
が図２中に仮想線で示す待機位置（倒置位置）で保持さ
れている状態では内視鏡の挿入部１の中心線方向（０°
方向）に対して図２中で左上方向に略１０°程度傾斜さ
せた方向に向けたままの状態で保持される。そして、処
置具誘導子３１が図２中に実線で示す最大回動位置（起
上位置）まで回動操作された状態では誘導口１５の外部
側に延出されている処置具１６のシース３９の向きは図
２に示すように挿入部１の中心線方向（０°方向）に対
して図２中で左上方向に略３０°程度傾斜させた方向に
向けて起上させた起上方向に移動されるようになってい
る。
【００４２】また、処置具誘導子３１が最大回動位置
（起上位置）まで回動操作された状態では処置具１６の
シース３９の出没方向（図２中の矢印Ｘ方向）は観察窓
１０の観察視野の中心線方向（図２中の矢印Ｙ方向）と
略一致するように設定されている。ここで、シース３９
の出没方向Ｘと、観察窓１０の観察視野の中心方向Ｙと
はずれ量±５°以内程度で平行に配置されている。
【００４３】また、先端部本体４ａの誘導口１５におけ
る処置具１６の出口となる開口端縁部位の先端上面には
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面取り加工が施されたＲ面取り部４１が形成されてい
る。そして、処置具誘導子３１が最大回動位置（起上位
置）まで回動操作された状態では処置具１６のシース３
９の出没方向Ｘは処置具誘導子３１の処置具ガイド溝３
６と、誘導口１５のＲ面取り部４１との間の間隔とシー
ス３９の太さでほぼ決まるようになっている。
【００４４】また、本実施の形態の処置具誘導子３１の
処置具ガイド溝３６は内視鏡用処置具１６のシース３９
の外径寸法に合わせて形成されている。ここで、内視鏡
用処置具１６には図１および図２に示す生検鉗子等の鉗
子類の他に、例えば高周波スネア、回転クリップ装置、
注射針等の様々な種類（機種）がある。そして、内視鏡
用処置具１６の種類によってシース３９の外径寸法は微
妙に異なっている。そのため、内視鏡用処置具１６の全
ての種類に対して処置具誘導子３１の起上時の出没方向
を同じにすることは無理なので、本実施の形態では最も
多く使われる標準仕様の生検鉗子のシース３９の外径寸
法に合わせて処置具誘導子３１の処置具ガイド溝３６を
一致させるように設定されている。
【００４５】なお、図２中で、仮想線で示した処置具誘
導子３１の倒置時の位置では、処置具１６のシース３９
の出没方向Ｗは、内視鏡の挿入部１の中心線方向（０°
方向）に対して図２中で左上方向に約１０°方向に傾斜
させた状態で設定されているので、誘導口１５の外部側
に延出されている処置具１６のシース３９の出没方向は
観察窓１０の視野内で前方方向に対して約１０°方向
（Ｗ方向）から約３０°方向（Ｘ方向）の範囲で誘導自
在になっている。この時、図１１に示すようにモニター
４２上の内視鏡画像４２ａでは処置具１６が図１１中で
左下側から左上側に移動することが確認できる。
【００４６】また、本実施の形態の湾曲部５の内部には
図９（Ａ）に示す湾曲管ユニット４４が配設されてい
る。この湾曲管ユニット４４の内部には複数の関節駒４
５がこの湾曲部５の軸心方向に沿って直列に並設されて
いる。ここで、湾曲管ユニット４４には上下方向湾曲用
の複数の関節駒と、左右方向湾曲用の複数の関節駒とが
交互に配置されている。さらに、前後の関節駒間は各一
対のリベット４６を介して回動自在に連結されている。
これにより、湾曲管ユニット４４は上下、左右およびこ
の組み合わせの湾曲を自由に行うことができる。
【００４７】また、各関節駒４５の外周面には図２に示
すように金属線または合成樹脂線を撚り合わせて形成さ
れた管状のブレード４７が配設されている。このブレー
ド４７の両端部は最先端位置の関節駒４５ａと最後端位
置の関節駒４５ｚとにそれぞれ固定され、湾曲可能な状
態で保持されている。さらに、ブレード４７の外周面は
可撓性の水密ゴム４８で覆われている。この水密ゴム４
８の先端部は先端部４の後端部に水密に固定され、水密
ゴム４８の後端部は軟性管６の先端部に水密に固定され
ている。
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【００４８】また、湾曲管ユニット４４の内部には上下
方向湾曲用の２本の湾曲操作ワイヤ４９ａと、左右方向
湾曲用の２本の湾曲操作ワイヤ４９ｂとからなる合計４
本の湾曲操作ワイヤが配設されている。ここで、各湾曲
操作ワイヤ４９ａ、４９ｂの先端部は最先端位置の関節
駒４５ａの内周面のワイヤ固定部５０にそれぞれロー付
けまたはかしめ等の手段で強固に固定されている。
【００４９】さらに、各湾曲操作ワイヤ４９ａ、４９ｂ
の基端部側は操作部２側に延出されている。この操作部
２内には上下方向の湾曲操作ノブ７ａおよび左右方向の
湾曲操作ノブ７ｂの操作に連動して各湾曲操作ワイヤ４
９ａ、４９ｂを牽引操作する図示しない湾曲操作機構が
組込まれている。そして、各湾曲操作ワイヤ４９ａ、４
９ｂはこの湾曲操作機構によって上下方向の湾曲操作ノ
ブ７ａおよび左右方向の湾曲操作ノブ７ｂの操作に連動
して前後に移動操作可能に保持されている。
【００５０】また、最先端位置の関節駒４５ａと最後端
位置の関節駒４５ｚとの間の中間位置の複数の各関節駒
４５ｂの内周面の必要箇所には各湾曲操作ワイヤ４９
ａ、４９ｂをそれぞれ前後方向に移動可能に保持するワ
イヤガイド部５１がロー付け等の手段で強固に固定され
ている。
【００５１】さらに、図９（Ｂ）は最先端位置の関節駒
４５ａの内周面のワイヤ固定部５０の配置状態を示すも
のである。ここで、左方向のワイヤ固定部５０は約１５
°上側に変位した位置に配置され、右方向のワイヤ固定
部５０は約２３°下側に変位した位置に配置されてい
る。これに対して、図９（Ｃ）は中間位置の関節駒４５
ｂの内周面のワイヤガイド部５１の配置状態を示すもの
である。ここで、左方向のワイヤガイド部５１は約８°
下側に変位した位置に配置され、右方向のワイヤガイド
部５１は約１５°下側に変位した位置に配置されてい
る。
【００５２】なお、左右方向の湾曲操作ワイヤ４９ｂが
急激に屈曲すると、湾曲管ユニット４４の製作時に各湾
曲操作ワイヤ４９ａ，４９ｂの挿通性が悪くなるので、
組立性が悪くなる。そして、各湾曲操作ワイヤ４９ａ，
４９ｂにストレスが加わった状態で前後移動するので、
各湾曲操作ワイヤ４９ａ，４９ｂが切れやすく、耐久性
が悪い等の不具合が生じる。このため、本実施形態の湾
曲管ユニット４４では、図９（Ａ）に示すように上下方
向は先端から２つ目の第２関節駒４５ｂ１のワイヤガイ
ド部５１をなくし、左右方向は先端から３つ目の第３関
節駒４５ｂ２と第２関節駒４５ｂ１の両方のワイヤガイ
ド部５１をなくした。これにより、結果的に、各湾曲操
作ワイヤ４９ａ，４９ｂが急激に屈曲することを妨げ、
上記不具合を生じなくなる。
【００５３】また、本実施の形態の湾曲部５の内臓物の
配置状態は、図３（Ａ）から図３（Ｂ）へと変化する。
特に、操作ワイヤガイドチャンネル３５は先端側から後
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方側に向かうにしたがって上方から略中央部分に落とし
込まれ、信号ケーブル３０が略中央部分から右下に移動
し、送気送水チャンネル１８，ライトガイドファイバー
バンドル２０がそれに伴って上方に移動する。これは、
湾曲操作により内臓物が損傷するのを防ぐためで、この
レイアウトの変化をさせるために、図９（Ｂ）のワイヤ
固定部５０と図９（Ｃ）のワイヤガイド部５１とをそれ
ぞれ変化させている。
【００５４】また、本実施の形態では図６に示すように
先端部本体４ａと、処置具チャンネル１７，送気送水チ
ャンネル１８，操作ワイヤガイドチャンネル３５との間
を連結する各連結パイプである処置具チャンネル連結パ
イプ５２、送気送水チャンネル連結パイプ５３、操作ワ
イヤガイドチャンネル連結パイプ５４はそれぞれ先端部
本体４ａの手元側から先端側に向かうにしたがって徐々
に挿入部１の中心側に向けて傾斜させた状態で固定され
ている。そのため、結果的に先端部４の細径化が図れ、
処置具１６がスムーズに出せる、操作ワイヤ３３が滑ら
かに動くというメリットがある。
【００５５】次に、上記構成の作用について説明する。
本実施の形態の内視鏡の使用時には内視鏡の挿入部１を
被験者の体腔内（食道から胃、十二指腸の上部消化管や
大腸、小腸など）に挿入し、目的部位の観察、写真撮影
を行う。このとき、必要に応じて、送気送水ノズル１３
から洗浄液を噴出させ、この洗浄液を観察窓１０に吹き
付けることにより、観察窓１０の汚れの洗浄する。その
後、送気送水ノズル１３から送気して観察窓１０の水切
りを行う。
【００５６】また、被験者の体腔内の目的部位の生検な
どの処置時には内視鏡の挿入部１を生検対象部位に向け
て生検対象部位を観察可能な状態にセットする。この状
態で、内視鏡用処置具１６を処置具挿入口８から処置具
チャンネル１７に挿入する。このとき、モニター４２上
で内視鏡視野を確認しながら、処置具１６を誘導口１５
内を通って外部側に適宜の長さ突き出す。この状態で、
誘導子操作レバー３４を操作する。この誘導子操作レバ
ー３４の操作時にはレバー３４の操作に連動して操作ワ
イヤ３３が牽引操作され、この操作ワイヤ３３の動作に
よって処置具誘導子３１が回動軸３２を中心に回動駆動
される。このとき、処置具誘導子３１は図２中に仮想線
で示す待機位置（倒置位置）から図２中に実線で示す最
大回動位置（起上位置）の範囲の任意の位置まで回動さ
れる。そして、この処置具誘導子３１の回動動作によ
り、観察窓１０の視野内で誘導口１５から外部に延出さ
れている処置具１６を起上させる。この状態で、内視鏡
用処置具１６の操作によって生検等の処置が行われる。
【００５７】そこで、上記構成の本実施の形態では次の
効果を奏する。すなわち、
（１）処置具誘導子３１の端面における回動軸３２の近
傍の角部にストッパ用斜面３７を形成し、図２中に実線
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で示すように、処置具誘導子３１を最大回動位置（起上
位置）まで回動操作させた状態では処置具誘導子３１の
ストッパ用斜面３７が誘導口１５の底面３８に当接して
処置具１６のシース３９の出没方向（図２中の矢印Ｘ方
向）が観察窓１０の観察視野の中心線方向（図２中の矢
印Ｙ方向）と略一致するように設定したものである。そ
のため、処置具誘導子３１の起上時の処置具１６のシー
ス３９の出没方向Ｘと観察窓１０の観察視野の中心線方
向Ｙとが略一致しているので、処置具誘導子３１の起上
時にカップ部４０の開閉操作を行い、生検する操作が行
いやすい。さらに、処置具誘導子３１によって起上され
る処置具１６のシース３９の起上角度が必要以上に大き
くならないので、処置具１６が処置具チャンネル１７の
出口で急激に曲げられることがない。そのため、処置具
誘導子３１によって起上される処置具１６の起上時でも
処置具１６のシース３９の挿脱が軽くスムーズに行え、
処置具１６の損傷も防げる効果がある。さらに、処置具
誘導子３１の最大起上時にも処置具１６への負担が少な
いので、処置具１６が損傷しにくく、処置具１６の耐久
性が向上する効果がある。
【００５８】また、内視鏡の観察窓１０の視野内で処置
具１６が必要な範囲移動可能でありながら、処置具誘導
子３１の最大起上時にも処置具１６の挿脱性を損なうこ
とがなく、軽い力でスムーズに処置具１６を挿脱できる
ので、良好な内視鏡的処置が行える効果がある。
【００５９】（２）内視鏡の観察窓１０の両横側に照明
光学系１１の３つの配光レンズ１２ａ，１２ｂ，１２ｃ
を配置し、且つ、送気送水ノズル１３のない側には上下
に２個の配光レンズ１２ａ，１２ｂを配置したので、内
視鏡の挿入部１における先端部４の外径寸法を格別に太
くすることなく、効率的に繊維本数の多いライトガイド
ファイバーバンドル２０ａを先端部４内に配置できる。
その結果、明るくて照明むらの少ない内視鏡画像をモニ
ター４２上で観察できる効果がある。
【００６０】（３）照明レンズである照明光学系１１の
３つの配光レンズ１２ａ，１２ｂ，１２ｃは同じ円形凹
面レンズなので、加工性が良く、安価に製造できる。そ
のため、内視鏡を安くユーザーに提供できる効果があ
る。
【００６１】（４）先端部本体４ａの周囲の先端カバー
部材１４を送気送水ノズル１３の先端開口１３ａのぎり
ぎりの位置まで覆う状態で装着させ、且つ、観察窓１０
と処置具チャンネル１７の誘導口１５との間も絶縁して
あるので、洗浄・水切れ性を落とすことなく、内視鏡の
挿入部１における先端部４の絶縁性を高めることができ
る。
【００６２】また、図１２は本発明の第２の実施の形態
を示すものである。本実施の形態は第１の実施の形態
（図１乃至図１１参照）の内視鏡の挿入部１における先
端部本体４ａの斜視先端面４ａ１の構成を次の通り変更



(8) 特開２００１－２１２０７４

10

20

30

40

50

13
したものである。
【００６３】すなわち、第１の実施の形態で示した照明
光学系１１の上下２つの配光レンズ１２ａ，１２ｂの代
わりに本実施の形態では上下方向が左右方向より長い略
小判型のプラスチック成形レンズからなる配光レンズ６
１を先端部本体４ａに組み込むとともに、ライトガイド
ファイバーバンドル２０ａの先端部を配光レンズ６１の
形状に合わせて略小判型に成形した図示しない小判型成
形部を設け、配光レンズ６１の内面にライトガイドファ
イバーバンドル２０ａの先端の小判型成形部を対向配置
した状態で固定したものである。
【００６４】また、先端部本体４ａの先端面には前方直
視方向（挿入部１の中心線と直交する平面方向）に対し
て後方に４５°傾斜させた斜視先端面６２が形成されて
いる。この斜視先端面６２では観察窓１０の観察視野中
心方向Ｙ２と、各配光レンズ６１，１２ｃの照明中心方
向Ｚ２と、誘導口１５の底面３８に処置具誘導子３１の
ストッパ用斜面３７が当接した処置具誘導子３１の起上
時における処置具１６のシース３９の出没方向Ｘ２と
は、全て前方斜視４５°方向（ずれ量±５°以内）に向
けた状態で略一致している。なお、その他の部分は第１
の実施の形態と同じ構成である。
【００６５】そこで、上記構成の本実施の形態では次の
効果を奏する。すなわち、
（１）第１の実施の形態で示した照明光学系１１の上下
２つの配光レンズ１２ａ，１２ｂの代わりに本実施の形
態では上下方向が左右方向より長い略小判型のプラスチ
ック成形レンズからなる配光レンズ６１を先端部本体４
ａに組み込んだので、第１の実施の形態で示した照明光
学系１１の上下２つの配光レンズ１２ａ，１２ｂ間のデ
ッドスペースがない。そのため、先端部本体４ａの斜視
先端面６２には第１の実施の形態より多くのライトガイ
ドファイバーの繊維を配設することができるので、照明
光学系１１から出射される照明光の明るさを第１の実施
の形態に比べてより明るくできる効果がある。
【００６６】（２）観察窓１０の観察視野中心方向Ｙ２
と、処置具誘導子３１の起上時における処置具１６のシ
ース３９の出没方向Ｘ２とが第１の実施の形態よりも後
方を向いているので、直視でやりにくい部位の観察、処
置性が第１の実施の形態よりも向上する効果がある。
【００６７】なお、ライトガイドファイバーバンドル２
０ａの先端部の配光レンズ６１の形状は略楕円形状でも
良く、この場合も本実施の形態の略小判型のプラスチッ
ク成形レンズからなる配光レンズ６１と同様の効果を有
する。
【００６８】また、図１３（Ａ），（Ｂ）乃至図１６は
本発明の第３の実施の形態を示すものである。本実施の
形態は第１の実施の形態（図１乃至図１１参照）の内視
鏡の挿入部１における先端部本体４ａの構成を次の通り
変更したものである。
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【００６９】すなわち、本実施の形態では先端部本体４
ａの外周面に一側部を切欠させた平面状の側視平面７１
が形成されている。この側視平面７１には図１３（Ｂ）
に示すように観察窓７２と、照明光学系７３の配光レン
ズ７４と、送気送水ノズル７５と、長溝状の誘導口７６
とが配設されている。ここで、図１３（Ａ）に示すよう
に観察窓７２の観察視野中心方向Ｙ３は前方直視方向
（挿入部１の中心線方向）に対して直交する側視方向に
向けて配置されている。
【００７０】また、誘導口７６の内部には図１４に示す
ように生検鉗子等の内視鏡用処置具７７を上下に誘導す
る処置具誘導子７８が配置されている。この処置具誘導
子７８の一端部は回動軸７９を介して先端部本体４ａに
回動自在に連結されている。
【００７１】さらに、処置具誘導子７８の他端部には可
撓性の操作ワイヤ８０の一端部が固定されている。この
操作ワイヤ８０の他端部は第１の実施の形態と同様に操
作部２側に延出されている。そして、操作部２に配設さ
れた誘導子操作レバー３４（図１参照）の操作に連動し
て操作ワイヤ８０が牽引操作され、この操作ワイヤ８０
の動作によって処置具誘導子７８が回動軸７９を中心に
回動駆動されるようになっている。このとき、処置具誘
導子７８は図１４中に仮想線で示す待機位置（倒置位
置）から図１４中に実線で示す最大回動位置（起上位
置）まで回動され、この処置具誘導子７８の回動動作に
より、観察窓７２の視野内で誘導口７６から外部に延出
されている処置具７７の起上および倒置を行う操作を誘
導するように構成されている。
【００７２】また、本実施の形態の処置具誘導子７８に
はストッパピン８１が固定されている。ここで、誘導口
７６内には処置具誘導子７８のストッパピン８１が当接
するストッパ面８２が形成されている。そして、処置具
誘導子７８の起上時には図１４に示すように処置具誘導
子７８のストッパピン８１が誘導口７６内のストッパ面
８２に当接して止まることにより、処置具誘導子７８の
起上角度が一定角度（回動角度）に設定されている。
【００７３】さらに、処置具誘導子７８のストッパピン
８１が誘導口７６内のストッパ面８２に当接して一定角
度で止まる処置具誘導子７８の起上時の処置具７７のシ
ースの出没方向Ｘ３は観察窓７２の視野中心方向Ｙ３と
略一致させ、前方直視方向（挿入部１の中心線方向）に
対して直交する側視方向に向けて配置されている。
【００７４】また、本実施の形態の処置具誘導子７８で
は処置具７７との接触面側に形成されている処置具ガイ
ド溝８３と処置具７７との接触部８４と、回動軸７９と
の間の距離を大きく設定し、誘導口７６に連通される処
置具チャンネル８５の出口８６の内径を広げることによ
り、処置具誘導子７８の起上時に処置具７７のシース部
分が急激に曲がって処置具７７の挿脱性を悪くすること
がないようにしている。
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【００７５】なお、処置具誘導子７８は図１４中に仮想
線で示した倒置時の位置で保持されている状態では処置
具７７の出没方向Ｗ３は処置具誘導子７８の起上時の処
置具７７のシースの出没方向Ｘ３と前方直視方向（挿入
部１の中心線方向）との間で、前方直視方向に対して約
２０°の方向に設定されている。
【００７６】また、先端部本体４ａの後端部と湾曲部５
の最先端の関節駒４５ａとの間は２個の連結用の固定ピ
ン８７を介して連結されている。これらの２個の固定ピ
ン８７は図１６に示すように関節駒４５ａの周方向に約
９０°ずらした位置に配置されている。
【００７７】さらに、先端部本体４ａの外周面にはステ
ンレス等の金属プレス成形品である先端カバー部材８８
が外装されている。この先端カバー部材８８は２個の抜
け止めピン８９で先端部本体４ａの外周面に固定された
状態で、接着剤で接着されている。この先端カバー部材
８８の形状は、図１３（Ａ），（Ｂ）に示すように先端
が丸い円筒状に形成されている。ここで、先端カバー部
材８８の先端側には細径な細径部８８ａ、手元側に太径
な太径部８８ｂがそれぞれ配置され、途中に両者を滑ら
かにつなぐ連結部８８ｃが配置されている。これによ
り、狭窄した食道や、小児の十二指腸などの狭い管腔に
スムーズに挿入するのに適している。
【００７８】また、固定ピン８７の外周は水密ゴム４８
で被覆され、その先端側は木綿糸やテグス糸等の細い糸
９０で先端部本体４ａの外周面に強く押しつけて、その
外周を薄く接着剤９１で水密に固定してある。ここで、
細い糸９０と接着剤９１からなる糸巻き接着部９２は固
定ピン８７の上に少なくとも半分以上まで被る状態で形
成されている。この糸巻き接着剤９２は硬いので、容易
に固定ピン８７が抜け落ちることを防ぐことができる。
そのため、先端部本体４ａが細く、固定ピン８７にねじ
が切れない場合であっても先端カバー部材８８の先端に
衝撃が加わった時に固定ピン８７が抜けて、先端部本体
４ａと最先端の関節駒４５ａとの固定が緩むことを防ぐ
ことができる。
【００７９】また、本実施の形態では照明光学系７３の
配光レンズ７４が観察窓７２の先端側に１個しかないの
で、照明ムラを防ぐためにライトガイドファイバーバン
ドル９３の先端部には図１３（Ａ）に示すように後方斜
視５°方向を向くように成形された屈曲部９３ａが形成
されている。そして、この配光レンズ７４からの照明中
心方向Ｚ３は同じく後方斜視５°方向に向けて配置され
ている。
【００８０】また、観察窓７２の内側に配置されている
撮像ユニット部９４にはピント出し調整のために先端部
本体４ａに埋め込み固定されたプリズム９５と、先端部
本体４ａに対して着脱自在に固定された後端対物枠９６
とに分けられている。ここで、後端対物枠９６には対物
レンズ群９７と、固体撮像素子９８と、電気基板９９
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と、信号ケーブル１００の先端部とが組付けられて第１
の実施の形態と略同様に構成されている。
【００８１】また、送気送水ノズル７５の基端部に連結
された送気送水チャンネル１０１の手元側は図１３
（Ｂ）に示すように軟性管６の内部で二股パイプ１０３
により送水チャンネル１０４と送気チャンネル１０５と
に分割されて操作部２を介して図示しないコネクタ部ま
で延在している。
【００８２】また、図１５に示すように処置具誘導子７
８には観察窓７２側の上面を一部切り欠いた切り欠き面
１０６が形成されている。これにより、処置具誘導子７
８の起上時にも観察窓７２の観察視野範囲Ｖに処置具誘
導子７８の一部が入らないようになっている。
【００８３】なお、本実施の形態のように側視方向を向
いた内視鏡では、特に十二指腸下行脚から十二指腸乳頭
内に造影チューブ等軟性チューブ状処置具を入れる使い
方が多いので、本実施の形態では一番良く使う標準仕様
の造影チューブで視野中心方向と起上時のシース部分の
出没方向が略一致する設定にしてあり、その状態でのシ
ース部分の挿脱性が良好になる設定にしてある。その他
の部分は第１の実施の形態と同様である。
【００８４】そこで、上記構成の本実施の形態では次の
効果を奏する。すなわち、
（１）側視型の内視鏡を設けたので、十二指腸下行脚か
ら十二指腸乳頭内に造影チューブ等の軟性チューブ状処
置具を入れる使い方を容易にできる。そのため、特に十
二指腸下行脚から十二指腸乳頭内に造影チューブ等軟性
チューブ状処置具を入れる作業を行う際の操作性が良好
で、検査が短時間になる効果がある。
【００８５】（２）処置具誘導子７８に観察窓７２側の
上面を一部切り欠いた切り欠き面１０６を形成し、処置
具誘導子７８の起上時にも観察窓７２の観察視野範囲Ｖ
に処置具誘導子７８の一部が入らないようにしたので、
処置具誘導子７８の起上時に処置具誘導子７８が観察窓
７２の観察視野内に入って視野ケラレを起こすことがな
い。そのため、良好な視野内での処置が行える。
【００８６】なお、本発明は上記実施の形態に限定され
るものではない。例えば、本実施の形態では電子内視鏡
を例に説明したが、本発明はファイバー式内視鏡でも有
効であるし、側視でなく後方斜視１５°程度の光学系を
備えたものでも有効である。但し、この場合には処置具
誘導子の起上時の処置具挿脱性を良くするために処置具
誘導子をさらに大型化する必要がある。
【００８７】これに対して、本発明の第１、第２実施形
態で説明したような前方斜視光学系を備えた内視鏡では
処置具誘導子を格別に大型化することなく、処置具誘導
子の起上時の処置具挿脱性を良くすることができる。さ
らに、その他、本発明の要旨を逸脱しない範囲で種々変
形実施できることは勿論である。次に、本出願の他の特
徴的な技術事項を下記の通り付記する。
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記
（付記項１）  斜視光学系または側視光学系のいずれか
一方を挿入部の先端部に設けていると共に、前記先端部
に設けた観察窓の近傍に処置具チャンネルの誘導口を有
する内視鏡において、前記観察窓の視野内で、処置具を
誘導自在とする処置具誘導子を前記誘導口内に設けてい
ると共に、前記誘導口内に処置具誘導子の起上角度を定
めるストッパ部材に当接して止まるまで前記処置具誘導
子を起上させた際に、前記処置具誘導子にガイドされる
内視鏡用処置具のシース部分の出没方向と観察視野中心
方向とが略一致する位置にストッパ部材を設けたことを
特徴とする内視鏡。
【００８８】（付記項２）  前記内視鏡用処置具のシー
ス部分の出没方向と観察視野中心方向とのずれが±５°
以内になる位置にストッパ部材を設けたことを特徴とす
る前記付記項１記載の内視鏡。
【００８９】（付記項３）  前記処置具誘導子がストッ
パ部材に当接して止まった際にも、前記内視鏡用処置具
シースは前記処置具チャンネルの誘導口内をスムーズに
挿脱できる位置にストッパ部材を設けたことを特徴とす
る前記付記項１乃至２記載の内視鏡。
【００９０】（付記項４）  前記斜視光学系の視野中心
方向は、前方直視方向に対して後方に２５°～５０°の
範囲にあることを特徴とする前記付記項１乃至３記載の
内視鏡。
【００９１】（付記項５）  前記内視鏡は、先端部に固
体撮像素子に結像する光学系を備えた電子内視鏡である
ことを特徴とする前記付記項１乃至４記載の内視鏡。
【００９２】（付記項６）  前記内視鏡は、硬質の先端
部とそれに続く可撓性の湾曲部および軟性管からなる挿
入部とその手元側に操作部を有し、前記操作部には処置
具チャンネルの処置具挿入口と湾曲部の湾曲操作手段と
処置具誘導子の起上および倒置操作を行う誘導子操作手
段を有することを特徴とする前記付記項１乃至５記載の
内視鏡。
【００９３】（付記項７）  先端面に観察窓とその両横
側に照明光学系の配光レンズを配置した内視鏡におい
て、少なくとも一方の配光レンズを上下方向が左右方向
より広い面積を有するように配置したことを特徴とする
内視鏡。
【００９４】（付記項８）  前記内視鏡は、前方斜視型
内視鏡で処置具チャンネルの誘導口を先端面より後方の
側面に具備したことを特徴とする前記付記項７記載の内
視鏡。
【００９５】（付記項９）  前記少なくとも一方の配光
レンズは、略円形のものを略上下方向に２ケ以上並べ、
その後方の先端部内に配光レンズと同じ数だけライトガ
イドファイバーバンドルを配置したことを特徴とする前
記付記項７乃至８記載の内視鏡。
【００９６】（付記項１０）  前記少なくとも一方の配
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光レンズは、上下方向が左右方向より長い略小判型乃至
は略楕円型形状をしていることを特徴とする前記付記項
７乃至８記載の内視鏡。
【００９７】（付記項１１）  先端面に観察窓と照明光
学系の配光レンズと送気・送水ノズルを配置し、その後
方側面に処置具チャンネルの誘導口を具備した前方斜視
型の内視鏡において、前記観察窓と配光レンズを配置し
た非絶縁性の先端部本体の周囲に絶縁性の先端カバー部
材を前記送気・送水ノズルの先端開口ぎりぎりまで且
つ、前記観察窓と前記処置具チャンネルの誘導口の間が
絶縁できるように配置したことを特徴とする内視鏡。
【００９８】（付記項１２）  前記配光レンズは、前記
観察窓の略両横側に配置され、前記観察窓を先端面の略
中央に配置したことを特徴とする前記付記項１１記載の
内視鏡。
【００９９】（付記項１３）  前記送気・送水ノズルの
先端開口部底面が、前記非絶縁性の先端部本体に略密接
するように配置されていることを特徴とする前記付記項
１１乃至１２記載の内視鏡。
【０１００】（付記項１４）  前記処置具チャンネルの
誘導口には、前記観察窓の視野内で処置具を誘導自在と
する処置具誘導子を具備させ、内視鏡的高周波処置を容
易ならしめたことを特徴とする前記付記項１１乃至１３
記載の内視鏡。
【０１０１】（付記項１～６、１１～１４の従来技術）
  従来、内視鏡の先端部に処置具チャンネルの誘導口を
備えたものとしては、実開昭６２－１２５５０２や特開
平４－２７９１４１などがある。
【０１０２】（付記項７～１０の従来技術）  従来、内
視鏡の先端部外面に配置された観察窓の片側一方の上下
に照明光学系の配光レンズを２つ配したものとしては、
特開平８－２４８３２９がある。
【０１０３】（付記項１～６、１１～１４が解決しよう
とする課題）  前者は、処置具誘導子（１１）を最大に
起上させた時（図１一点鎖線表示）の処置具（１４）の
出没方向と観察窓（４）の観察視野中心方向は略一致し
ておらず、観察視野中心方向（恐らく先端面と直交する
方向）よりさらに大きく（１０°以上）処置具を起上さ
せているので、処置具チャンネルの誘導口内をスムーズ
に挿脱できない（挿脱力量が重い、もしくは完全に起上
させた状態では処置具の挿脱ができない）という不具合
を有していた。そのために、処置具を損傷させる可能性
も有していた。
【０１０４】後者は、複数の処置具チャンネルを有する
斜視型または側視型内視鏡であり、処置具誘導子（１
７）が当接して起上角度を決めるようなストッパ部材を
有していないので、前者と同様に、処置具誘導子を起上
させすぎると、処置具チャンネルの出口と処置具誘導子
の間で処置具が挟まり、スムーズに挿脱できない（挿脱
力量が重い、もしくは処置具の挿脱ができない）という
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不具合を有していた。
【０１０５】前者、後者ともに、観察窓と処置具チャン
ネルの誘導口の間に絶縁性の先端カバーが配置されてい
ないために、特に内視鏡的高周波処置を行う時に、非絶
縁性の先端部本体が生体に接触しないように注意を有す
るという不具合を有していた。また後者は、送気・送水
ノズルの先端開口部底面の一方が前記非絶縁性の先端部
本体に略密接していないので、周辺に吸引口を有してい
ない時は、観察窓全面の洗浄・水切れ性が悪くなるとい
う不具合を有していた。
【０１０６】（付記項７～１０が解決しようとする課
題）  これは、少しでも照明光学系の配光を良くしよう
としたものであるが、観察窓の片側一方に配光レンズが
固定されているので、特に処置具類を使った時には影が
できやすく、診断に支障をきたす可能性があるという不
具合を有していた。
【０１０７】（付記項１～６の目的）  本発明は、先端
部に処置具誘導子を設けた内視鏡の改良に関するもの
で、特に処置具誘導子の最大起上位置と観察視野中心方
向との関係を考慮することで、観察窓の視野内で処置具
が必要な範囲移動可能でありながら、処置具の挿脱性を
損なうことのない内視鏡を提供することを目的とする。
【０１０８】（付記項７～１０の目的）  内視鏡の外径
を必要以上に太くして被験者の苦痛を増やすことなく、
処置具類使用時でも照明光学系の配光が良く、且つ明る
い内視鏡を提供することを目的とする。
【０１０９】（付記項１１～１４の目的）  内視鏡観察
窓の洗浄・水切れ性を落とすことなく、内視鏡先端部の
絶縁性を高めた内視鏡を提供することを目的とする。
【０１１０】（付記項１～６の課題を解決するための手
段および作用）  本発明の構成により、先端部の処置具
誘導子を倒置させた状態から最大に起上させた状態まで
処置具が観察窓の視野内で移動可能である。目的部位に
合わせて適宜、処置具誘導子を起上させて処置具を必要
な長さ挿入し処置を行う。この時、本発明の構成は、処
置具誘導子を最大に起上させた状態で処置具が視野中心
方向と略一致するように設定してあるので、起上角度を
気にせずにまず最大まで起上させ、処置具を挿入し、必
要に応じて起上を戻すような操作が可能である。
【０１１１】ここで、処置具誘導子の最大起上時の角度
が視野中心方向よりも少なすぎると目的部位に処置具を
進めるのが難しいし、逆に処置具誘導子の最大起上時の
角度が視野中心方向より大きすぎても処置具の挿脱力量
が重くなったり、処置具を損傷する危険性が増すだけで
意味がない。
【０１１２】（付記項７～１０の課題を解決するための
手段および作用）  内視鏡の外径を必要以上に太くして
被験者の苦痛を増やすことなく、処置具類使用時でも照
明光学系の配光が良く、且つ十分に明るい内視鏡で検査
できる。 *
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*【０１１３】（付記項１１～１４の課題を解決するため
の手段および作用）  内視鏡観察窓の洗浄・水切れ性が
良好で、また、内視鏡先端部の絶縁性を高めたので、内
視鏡的高周波処置時にもあまり気にせずに検査できる。
【０１１４】（付記項１～６の効果）  観察窓の視野内
で処置具が必要な範囲移動可能でありながら、処置具誘
導子の最大起上時にも処置具の挿脱性を損なうことがな
く軽い力でスムーズに処置具を挿脱できるので、良好な
内視鏡的処置が行えるようになった。
【０１１５】処置具誘導子の最大起上時にも処置具への
負担が少ないので、損傷しにくく、処置具の耐久性が向
上した。
【０１１６】（付記項７～１０の効果）  内視鏡の外径
を必要以上に太くして被験者の苦痛を増やすことなく、
処置具類使用時でも照明光学系の配光が良く、且つ明る
くなったので、内視鏡検査が容易になった。
【０１１７】（付記項１１～１４の効果）  内視鏡観察
窓の洗浄・水切れ性を落とすことなく、内視鏡先端部の
絶縁性を高めることができたので、内視鏡検査が容易に
なった。
【０１１８】
【発明の効果】本発明によれば誘導口から外部に延出さ
れる処置具を観察窓の視野内で起上させる処置具誘導子
を誘導口内に配設すると共に、処置具誘導子を起上させ
た際に、処置具誘導子の起上角度を設定するストッパ部
を設け、このストッパ部で規制される処置具誘導子の起
上角度を、処置具誘導子にガイドされる処置具の出没方
向と観察窓の視野の中心線方向とが略一致する位置に設
定したので、処置具の挿脱性を損なうことなく、観察窓
の視野内で処置具を必要な範囲移動させることができる
うえ、処置具を損傷させるおそれもなく、操作性に優れ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の第１の実施の形態の内視鏡全体の概
略構成を示す斜視図。
【図２】  第１の実施の形態の内視鏡における挿入部先
端部分の処置具チャンネル部および撮像ユニット部の縦
断面図。
【図３】  （Ａ）は図２の３Ａ－３Ａ線断面図、（Ｂ）
は図２の３Ｂ－３Ｂ線断面図。
【図４】  第１の実施の形態の内視鏡の挿入部先端にお
ける第２の照明光学系を示す要部の縦断面図。
【図５】  第１の実施の形態の内視鏡の挿入部先端にお
ける第１の照明光学系と送気送水チャンネル部を示す要
部の縦断面図。
【図６】  第１の実施の形態の内視鏡の挿入部先端を上
方から見た図に処置具チャンネル部、操作ワイヤガイド
チャンネル部、送気送水チャンネル部の各断面を合成し
て示す要部の概略構成図。
【図７】  第１の実施の形態の内視鏡の対物レンズ面に
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対して垂直方向から見た図２のＡ矢視図。
【図８】  第１の実施の形態の内視鏡における挿入部の
軸心方向に対して垂直方向から挿入部の先端面を見た状
態を示す正面図。
【図９】  第１の実施の形態の内視鏡における挿入部の
湾曲管ユニットを示すもので、（Ａ）は湾曲管ユニット
の縦断面図、（Ｂ）は湾曲管の先端ワイヤロー付け部の
位置を示す（Ａ）の９Ｂ－９Ｂ線断面図、（Ｃ）は湾曲
管の中央ワイヤ受け部の位置を示す（Ａ）の９Ｃ－９Ｃ
線断面図。
【図１０】  第１の実施の形態の内視鏡における挿入部
先端の操作ワイヤガイドチャンネル部を示す要部の縦断
面図。
【図１１】  第１の実施の形態の内視鏡のシステムにお
けるモニター上に表示された内視鏡用処置具の移動範囲
を示す内視鏡画像の平面図。 *
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*【図１２】  本発明の第２の実施の形態の内視鏡におけ
る対物レンズ面に対して垂直方向から見た平面図。
【図１３】  本発明の第３の実施の形態の内視鏡の挿入
部先端を示すもので、（Ａ）は操作ワイヤガイドチャン
ネル部、送気送水チャンネル部の各断面を合成した縦断
面図、（Ｂ）は上方から見た要部の平面図。
【図１４】  第３の実施の形態の内視鏡における挿入部
先端部分の処置具チャンネル部を示す縦断面図。
【図１５】  図１４の１５－１５線断面図。
【図１６】  図１４の１６－１６線断面図。
【符号の説明】
１０    観察窓
１５    誘導口
１６    内視鏡用処置具
３１    処置具誘導子
３７    ストッパ用斜面（ストッパ部）
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